
図のような半径���FP�の円に���辺で接する直角三角形が

ある。この直角三角形の斜辺の長さが����FP�のとき，

直角三角形の面積を求めなさい。

１ 図のように，半径����FP�の球の内部に母線の長さが����FP�

の円錐があり，その頂点と底面の周が球に接している。こ

の円錐の高さは� � �FP�である。
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３年生　６章　円の性質（重要問題）全国国公私立入試過去問より　※外接�内接問題、弧の比（私立対策）
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右の図のように，円�2�の周上に���点�$，%，&�を

頂点とする�△$%&�がある。線分�$%�の延長上に�

%& %'�となるような点�'�をとり，線分�&'�と

円�2�との交点を�(�とする。また，円周上に線分�

&'�と線分�$)�が平行になるような点�)�をとり，

線分�$%�と線分�&)�の交点を�*�とする。弧�%(�が

３

円周の����分の���の長さであるとき，�%&' 
ア

� �，�$*) 
イ

� ��である。
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図のように，点�2�を中心とする円があります。

%(：&( �：�，�%$( ����のとき，�2)'�の大きさ

を求めなさい。
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図のように線分�$%�を直径とする半円の弧を���等

分する点�&，'，(，)，*�をとる。線分�$'，

%&，&(�を引くとき，�[，�\�の大きさをそれ

ぞれ求めよ。
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右の図のように，円�2�の周上に���点�$，%，&，'�がある。
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右の図の円において，太線で表された�$(�上で�

$%：%&：&'：'( �：�：�：��であるとき，

�$&% 
ア �，�$&( 

イ ��である。
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(線分�$%�を直径とする半円�2�の�$%�上に���点�&，'�をと

り，��直線�$&，%'�の交点を�(�とする。�$(% ���，

2$ ��FP，&'：'% �：��のとき，次の問いの答え

よ。

���　$&：&%�を最も簡単な整数の比で表せ。

���　おうぎ形�2&'�の面積を求めよ。
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